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私
は
名
古
屋
鉄
道
の
「
大
人
ア
ガ
ル
犬
山
」

と
い
う
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
撮
影
で
、
今
回
こ
の
犬

山
成
田
山
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
こ
の
「
大
人

ア
ガ
ル
犬
山
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
監
督
と
い
う

立
場
で
今
ま
で
４
つ
の
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
５
作
品
目
と
な
る
今
回
は
、
歳
を
重
ね
た

夫
婦
が
主
人
公
。
旅
の
中
で
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
犬
山
の
魅
力
や
、妻
の
魅
力
に
触
れ
る
、

そ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
山

成
田
山
の
シ
ー
ン
で
は
、
実
際
に
ご
祈
祷
を

行
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。
燃
え

上
が
る
炎
、
ビ
リ
ビ
リ
と
体
に
響
く
ほ
ど
の
太

鼓
の
音
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
新
鮮
で
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
今
東
京
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
出
身

は
こ
こ
愛
知
県
。
撮
影
の
た
び
に
、
名
古
屋
の

実
家
に
も
里
帰
り
し
て
い
ま
す
。
幼
少
期
か
ら

犬
山
に
は
何
度
も
家
族
で
遊
び
に
来
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
「
大
人
ア
ガ
ル
犬
山
」
の
Ｃ
Ｍ
撮

影
で
訪
れ
る
た
び
に
、「
こ
ん
な
場
所
も
あ
っ

た
ん
だ
！
」
と
驚
か
さ
れ
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
毎
回
様
々
な
主
人
公
が

登
場
し
ま
す
が
、「
こ
の
女
性
は
雑
誌
の
編
集

の
仕
事
を
し
て
い
て
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

る
か
ら
、
犬
山
に
は
久
し
ぶ
り
の
連
休
で
や
っ

て
き
て
…
」「
こ
の
青
年
は
両
親
の
還
暦
祝
い

で
犬
山
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ん
だ
け
ど
、

父
を
尊
敬
し
て
い
て
…
」
な
ど
、
Ｃ
Ｍ
プ
ラ
ン

ナ
ー
さ
ん
と
か
な
り
細
か
く
人
物
設
定
を
し
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
「
こ
う
い
う
人
物

は
こ
こ
に
来
た
時
に
ど
ん
な
風
に
感
じ
る
の

か
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
に
こ
う
言
わ
れ
た
ら
ど
う

反
応
す
る
の
か
」
を
徹
底
的
に
想
像
し
て
、
役

者
さ
ん
へ
の
演
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
心
が
動

く
瞬
間
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
大
事
に
し
、
人
が
こ

の
犬
山
で
得
ら
れ
る
価
値
を
感
じ
取
れ
る
よ
う

な
映
像
作
り
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
プ
ロ
、
光
の
プ
ロ
、
音
の
プ
ロ
、

制
作
の
プ
ロ
、
芝
居
の
プ
ロ
…
、
た
く
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
集
ま
る
Ｃ
Ｍ
の
現

場
。
そ
こ
で
生
ま
れ
る
の
は
、
計
算
さ
れ
尽
く

し
た
１
秒
と
、偶
然
の
瞬
間
が
生
み
出
す
１
秒
。

ど
ち
ら
も
本
当
に
素
晴
ら
し
く
、
こ
の
仕
事
の

醍
醐
味
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
映
像
を
仲

間
と
共
に
作
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戸
塚
富
士
丸

心
が
動
く
瞬
間

花
ま
つ
り

四
月
六
日
〜
八
日

慶
祝
釈
尊
ご
生
誕

Ｃ
Ｍ
監
督

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

犬山成田山 検索

犬山成田山
ホームページ
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毎月 1回 25日発行

本
堂
前
舞
台
よ
り
望
む
春
の
風
景
。
正
面
に
伊
吹
山
、
木
曽
川
、

左
に
犬
山
城
が
見
え
る
。
＝
二
月
二
十
八
日
撮
影
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灌か

ん

仏ぶ

つ

会え

慶
祝
釈
尊
ご
生
誕

四
月
六
日
（
土
）、
七
日
（
日
）

　
　
八
日
（
月
）
聖
蘭
堂
に
て

四
月
八
日
は
、
仏
教
を
開
か
れ
た
釈
尊
（
お
釈
迦
さ

ま
）
の
ご
生
誕
日
で
す
。
当
山
で
は
釈
尊
ご
生
誕
を
祝

し
、
誕
生
仏
（
釈
尊
の
像
）
を
花は

な

御み

堂ど
う

に
お
祀
り
し
て

甘
茶
を
灌
ぐ
『
灌
仏
会
』
を
四
月
六
日
、
七
日
、
八
日

の
三
日
間
厳
修
い
た
し
ま
す
。
甘
茶
の
ご
接
待
も
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

花
ま
つ
り

◆
と

き

四
月
二
十
八
日
よ
り
五
月
六
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

作
品
提
出
締
切
は
六
日
午
後
五
時

◆
と

こ

ろ

当
山
境
内
及
び
成
田
山
貞
照
寺
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

◆
参
加
資
格

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

◆
参

加

料

無

料

◆
参

加

賞

作
品
提
出
時
に
参
加
賞
（
お
菓
子
・
飲
物
）

　
　
　
　
　
　
　

を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
画

材

指
定
画
用
紙
は
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

絵
の
具
、
ク
レ
パ
ス
、
画
板
、
筆
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　

ご
持
参
下
さ
い
。

◆
入
賞
者
発
表

当
紙
五
月
号
紙
上
に
て
発
表
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
出
品
団
体
等
に
入
賞
者
の
名
簿
を
送
付

　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
。

◆
表

彰

式

六
月
九
日
（
日
）
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　

信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

学
童
写
生
大
会

第68回

三
月
二
十
一
日
、
午
前
十
時
よ

り
大
師
堂
に
て
「
正
御
影
供
」
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

同
日
は
、
真
言
宗
の
宗
祖
で

あ
る
弘
法
大
師
が
承
和
二
年

（
八
三
五
）、
高
野
山
に
て
ご
入
定

さ
れ
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。
お
大

師
さ
ま
の
ご
尊
像
の
ご
宝
前
で
法

要
が
営
ま
れ
、
宗
祖
弘
法
大
師
に

報
恩
感
謝
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。当

山
で
は
、
受
験
合
格
、
学
業

成
就
を
祈
願
す
る『
合
格
祈
願
会
』

が
、
一
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
厄
難
消
除
、
身
体
健
全
を

祈
願
す
る
『
厄
除
祈
願
会
』
が
、

二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。【
写
真
】

尚
、
当
山
で
は
、
合
格
祈
願
、

厄
除
祈
願
の
ご
祈
祷
は
、
一
年
を

通
し
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

春
彼
岸
会
法
要
営
む

厄
除
祈
願
会

合
格
祈
願
会
結
願

宗
祖
弘
法
大
師
正し

ょ
う

御み

え

く

影
供
営
む

春
分
の
日
と
な
る
三
月
二
十

日
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
大
師

堂
に
て
、
ご
先
祖
さ
ま
へ
報
恩
感

謝
の
誠
を
捧
げ
、
自
然
を
称
え
生

物
を
慈
し
む
「
春
彼
岸
会
法
要
」

が
、
小
豆
畑
主
監
お
導
師
の
も
と

営
ま
れ
ま
し
た
。

法
要
に
は
大
師
堂
地
階｢

霊
雲

閣｣

に
お
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
る
ご

遺
族
を
は
じ
め
、
先
祖
供
養
、
水

子
供
養
の
誠
を
捧
げ
る
多
数
の

方
々
が
参
列
さ
れ
、
職
衆
が
読
経

す
る
中
、
諸
精
霊
に
供
養
の
香
を

手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
鉄
道
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

『
大
人
ア
ガ
ル
犬
山
』

当
山
で
撮
影
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー(

左)

、

当
山
お
護
摩
祈
祷
を
撮
影
し
た
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
な
ど
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

名
古
屋
鉄
道
㈱
提
供
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春
が
来
た

画・文 牧
まき

宥
ゆうけい

恵

春
が
来
た
か
ら
と
い
っ
て

浮
か
れ
過
ぎ
は
よ
く
な
い
よ
。

す
が
す
が
し
く

ゆ
っ
く
り
、
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
で
す
。

◆
場
　
　
所

大
師
堂

◆
受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
半

◆
お
加
持
料

千
円
以
上

健
康
増
進
・
身
体
健
全
祈
願

ほ
う
ろ
く
灸
の
ご
案
内

ほ
う
ろ
く
灸
は
昨
年
ま
で
毎
月
21
日
に
行
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
本
年
か
ら
年
４
回
の
「
土
用
の

入
り
の
日
」
に
行
な
い
ま
す
。

本
年
の
ほ
う
ろ
く
灸
実
施
日

４
月
16
日

７
月
19
日

10
月
20
日
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成
田
屋
十
三
代
目
市
川
團
十
郎

丈
、
八
代
目
市
川
新
之
助
丈
初
舞

台
披
露
公
演
が
、
名
古
屋
御
園
座

に
て
二
月
一
日
よ
り
十
七
日
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

索
の
会
で
は
、二
月
十
四
日「
夜

の
部
」
公
演
に
併
せ
、
観
劇
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
索
の
会
会
員
お
よ
び

一
般
の
参
加
者
皆
様
含
め
総
勢

一
三
〇
名
の
方
々
が
観
劇
さ
れ
ま

し
た
。

公
演
で
は
十
三
代
目
市
川
團
十

郎
白
猿
襲
名
披
露
、
八
代
目
市
川

新
之
助
初
舞
台
の
口
上
が
行
わ

れ
、
成
田
屋
の
お
家
芸
で
あ
る
歌

舞
伎
十
八
番
の
「
勧
進
帳
」（
夜

の
部
）「
外
郎
売
」（
昼
の
部
）
を

は
じ
め
と
し
た
充
実
の
演
目
と
と

も
に
、華
や
か
な
顔
ぶ
れ
が
揃
い
、

大
変
見
ご
た
え
の
あ
る
舞
台
で
し

た
。
午
後
四
時
か
ら
八
時
ま
で
四

時
間
に
わ
た
る
華
麗
で
迫
力
あ
る

舞
台
を
参
加
者
一
同
、
存
分
に
堪

能
し
ま
し
た
。

成
田
屋
御
一
門
、
そ
し
て
歌
舞

伎
界
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

知
多
市　
　

新

海　
　

貴

伸

〃　
　
　

新

海　
　

佐
緒
里

二
〇
二
四
年
二
月
十
四
日
、
索

の
会
観
劇
会
に
て
十
三
代
目
市
川

團
十
郎
白
猿
襲
名
披
露
、
八
代
目

市
川
新
之
助
初
舞
台
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
う
わ
っ
！
睨
ま
れ
た
‼
」
で

も
目
線
は
誰
と
も
合
っ
て
な
い
…

「
口
上
」
の
時
の
團
十
郎
さ
ん
の

目
力
は
圧
巻
で
、
物
凄
い
パ
ワ
ー

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
今

年
は
無
病
息
災
…
！
だ
と
嬉
し
い

で
す
が
…

息
子
さ
ん
の
新
之
助
さ
ん
の
口

上
も
堂
々
と
し
て
、
声
も
良
く
通

り
、
舞
台
が
大
好
き
と
い
う
事
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。歌

舞
伎
は
マ
イ
ク
を
使
わ
ず
し

て
、客
席
の
隅
々
ま
で
声
が
届
き
、

着
物
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
軽

や
か
な
舞
、
ど
の
役
者
さ
ん
も
丁

寧
に
舞
台
を
勤
め
て
み
え
、
一
歩

間
違
え
れ
ば
大
怪
我
に
も
な
り
か

ね
な
い
演
技
の
連
続
に
、
思
わ
ず

息
を
吞
み
ま
し
た
。

私
は
元
々
、
芸
ど
こ
ろ
名
古
屋

市
の
出
身
で
、
お
不
動
さ
ま
と
の

ご
縁
は
、
子
供
の
頃
、
名
古
屋
の

万
松
寺
の
身
代
わ
り
餅
つ
き
接
待

に
妹
た
ち
と
一
緒
に
母
に
連
れ
ら

れ
て
、
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。

大
口
町
に
来
て
か
ら
も
信
心
深

い
母
の
影
響
で
、
今
は
孫
も
一
生

懸
命
に
手
を
合
わ
せ
て
拝
ん
で
お

り
ま
す
。
み
ん
な
と
仲
良
く
、
優

し
い
子
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
…
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。楊

名
時
太
極
拳
の
教
え
の
言
葉

は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
指
導
者
十

訓
の
言
葉
の
一
つ
に『
我
為
人
人
』

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。「
私
は

人
々
の
為
に
尽
く
し
ま
す
」
と
い

う
意
味
で
す
。
今
の
時
代
、
そ
れ

は
な
か
な
か
難
し
い
事
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
不
動
さ
ま
の

不
思
議
な
【
ミ
エ
ナ
イ
チ
カ
ラ
】

を
い
つ
も
心
に
置
き
、
良
く
信
心

し
て
四
○
○
年
以
上
も
続
く
伝
統

的
な
歌
舞
伎
の
世
界
の
よ
う
に
、

一
つ
の
舞
台
を
皆
が
一
致
団
結
し

て
、
一
人
一
人
を
敬
い
、
協
力
し

て
創
り
上
げ
て
行
け
た
ら
…
と
思

い
ま
す
。

先
日
の
公
演
は
、
舞
台
と
客
席

が
ま
さ
に
一
体
と
な
っ
た
素
晴
ら

し
い
舞
台
で
し
た
。
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

植

樹

お
護
摩

ご
祈

祷

　
　

ご
祈
祷
料

一
金

三
千
五
百
円
以
上

一
金　
　
　

五
千
円
以
上

一
金　
　
　

一
万
円
以
上

一
金　
　
　

二
万
円
以
上

一
金　
　
　

三
万
円
以
上

午
前
七
時

　
　
九
時

　
　
十
一
時

午
後
一
時

　
　
三
時

ご
祈
祷
厳
修
時
刻

家
内
安
全
・
商
売
繁
昌
・
各
種
ご
祈
願

◆
祈
祷
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

　
　
　
　
　
　

三
十
分
間
隔
で
ご
祈
祷
い
た
し
ま
す

◆
ご
祈
祷
料

三
千
五
百
円
、
五
千
円
、
一
万
円
以
上

◆
祈
祷
時
間

自
動
車
祈
祷
と
同
じ

◆
ご
祈
祷
料

二
千
五
百
円
以
上

交
通
安
全
自
動
車
ご
祈
祷

交
通
安
全
自
転
車
ご
祈
祷

御
園
座
大
歌
舞
伎
観
劇
会

索の会特別企画

十
三
代
目
市
川
團
十
郎
白
猿
襲
名
披
露

八
代
目
市
川
新
之
助
初
舞
台

御
園
座
大
歌
舞
伎
を

　
　
　
　

観
劇
し
て

成
田
山
索
の
会
丹
羽
支
部

楊
名
時
太
極
拳
師
範

ピ
ア
ノ
・
大
正
琴
講
師

山

田

雅

子
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三
月
三
日
、
各
務
原
映
画
祭
実

行
委
員
会（
代
表
＝
大
野
達
也
氏
）

に
よ
り
、『
第
二
回
貞
奴
芸
術
祭

映
画
編
』
と
題
し
、
川
上
貞
奴
女

史
生
誕
一
五
〇
年
を
記
念
し
製
作

さ
れ
た
映
画
「
貞
奴
、
大
い
に
笑

う
」
の
完
成
披
露
上
映
会
が
各
務

原
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
四
百
名
を
超
え
る
参
加
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

同
会
は
映
画
製
作
を
通
じ
て
地

域
の
活
性
化
や
地
域
資
源
の
再
発

見
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
市
民
団
体
で
す
。

こ
の
日
は
第
一
部
で
貞
照
寺
入

仏
落
慶
法
要
の
記
録
フ
ィ
ル
ム
が

上
映
さ
れ
、
二
部
で
同
映
画
が
上

映
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
火
災
で
焼

失
し
た
貞
照
寺
鐘
楼
堂
の
た
め
の

募
金
活
動
も
行
な
わ
れ
、
沢
山
の

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
の
ぼ
り

豊
橋
市　
　

犬

塚　
　

理

登

江
南
市　
　

天
鵬
オ
フ
ィ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

田
坂

天
鵬

名
古
屋
市

村

瀬　
　

武

志

　
　
　
　
　

服
部
事
務
所

◆
灯
明
料

各
務
原
市

貞
奴
フ
ォ
ー
ラ
ム

川
崎
市　
　

成

澤　
　

布
美
子

東
京
都　
　

犬

飼　
　

伸

治

◆
お
供

名
古
屋
市

冨

田　
　
　
　

寛

〃
　
　
　
だ
ん
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
平
野

友
美

各
務
原
市

原
　
　
　
　
敬

徳

岐
阜
市
　
　
渡

邉
　
　
黎

子

貞
照
寺
だ
よ
り

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

春
彼
岸
会
法
要
営
む

ホームページ
ＱＲコード

三
月
二
十
日
、
ご
先
祖
さ
ま
始

め
一
切
の
精
霊
を
供
養
す
る
春
彼

岸
会
法
要
が
営
ま
れ
、
大
勢
の
檀

信
徒
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

参
列
者
は
法
要
後
、
墓
前
、
子

育
・
水
子
地
蔵
尊
ご
宝
前
に
各
々

足
を
運
ば
れ
、
香
を
手
向
け
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

1
月

４
月
28
日

〜
５
月
６
日

学
童
写
生
大
会

詳
細
は
２
面
を
ご
覧
下
さ
い

第
68
回

貞
奴
芸
術
祭

第２回

灌
仏
会

慶
祝  

釈
尊
ご
生
誕

４
月
６
日
（
土
）

　
　

７
日
（
日
）

　
　

８
日
（
月
）

甘
茶
を
お
召
し
上
が
り
い
た

だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
家
族

お
揃
い
で
お
参
り
下
さ
い
。

二
月
二
十
七
日
午
前
一
時

半
頃
、
当
山
境
内
に
お
い
て

不
審
火
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
、
貞
照
寺
開
創
当
初
の
姿

を
残
す
貴
重
な
建
造
物
で

あ
っ
た
鐘
楼
堂
が
全
焼
し
ま

し
た
。

檀
信
徒
、
近
隣
住
民
の

方
々
、
関
係
者
各
位
に
は
多

大
な
る
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
火

災
が
発
生
し
た
日
か
ら
沢
山

の
御
見
舞
い
、
励
ま
し
の
御

言
葉
を
頂
戴
し
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

鐘
楼
堂
火
災
に
関
す
る
ご
報
告

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

私
の
趣
味
は
散
歩
と
人
間
観
察
で

す
。
犬
山
市
に
は
観
光
名
所
が
沢
山

あ
り
、
お
休
み
の
日
や
、
業
務
終
了

後
、
健
康
に
気
を
使
う
た
め
に
散
歩

を
始
め
て
み
た
の
で
す
が
、
歩
き
始

め
る
と
綺
麗
な
景
色
や
建
造
物
、
御

洒
落
な
お
店
な
ど
眺
め
な
が
ら
ど

ん
ど
ん
足
を
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。

色
々
な
場
所
で
多
く
の
人
々
が
景
色

を
楽
し
ん
だ
り
、
お
洒
落
な
お
店
で

ご
飯
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

私
は
そ
こ
で
つ
い
つ
い
人
間
観
察

を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
笑
っ
て
い
る

人
楽
し
そ
う
な
人
。
人
に
は
様
々
な

感
情
が
あ
り
、
日
々
を
楽
し
く
過
ご

そ
う
と
限
り
あ
る
時
間
を
楽
し
み
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

そ
の
一
人
で
す
。

私
は
最
近
思
う
こ
と
が
一
つ
あ
り

ま
す
。
色
々
な
場
所
で
経
験
し
た
こ

の
感
情
や
思
い
を
日
常
の
業
務
で
役

に
立
て
な
い
か
と
・
・

現
在
私
が
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
は
ご
本
堂
で
す
。
ご
本

堂
に
は
毎
日
多
く
の
ご
信
者
様
が
来

山
さ
れ
て
お
り
、
お
参
り
さ
れ
る

方
々
は
様
々
な
感
情
や
思
い
で
ご
参

拝
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
ご
信
者
様
お

一
人
お
一
人
に
対
し
て
私
が
で
き
る

こ
と
は
何
か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
は
誠
実
に
笑
顔
で
対
応
し
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
「
犬
山
成
田
山
に

お
参
り
し
て
よ
か
っ
た
」
と
、
安
心

し
た
思
い
で
帰
山
し
て
頂
く
こ
と
が

ご
信
者
様
に
と
っ
て
一
番
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
ご
信
者
様
お
一
人
お

一
人
を
見
て
何
を
求
め
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
な
の
か
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
足
腰

が
不
自
由
な
方
に
は
腰
掛
の
準
備
、

護
摩
壇
近
く
に
行
き
た
い
方
に
は
ご

希
望
の
場
所
に
ご
案
内
、
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
て
い
る
家
族
に
は
赤
ち
ゃ
ん

が
い
つ
泣
き
出
し
て
も
大
丈
夫
な
よ

う
に
本
堂
外
へ
の
経
路
の
確
保
、
な

ど
。少

し
ず
つ
で
す
が
、
感
謝
の
言
葉

を
伝
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
多
く
な

り
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。「
気
に

か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
。」「
い
つ
泣
き
出

す
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
助
か
り

ま
し
た
。」
私
に
は
と
て
も
勿
体
無

い
言
葉
で
す
。

お
不
動
様
の
傍
で
奉
仕
で
き
、
ご

信
者
様
の
顔
を
見
な
が
ら
お
話
し
で

き
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
お
不
動

様
の
お
導
き
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
不
動
様
の
た
め
、

ご
信
者
様
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
奉

仕
す
る
所
存
で
す
。
今
後
も
よ
り
一

層
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
皆
様
方

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

信
徒
課

二
村

昌
輝

だ
ん
わ
室

映
画
編

開
催
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犬
山
市　
　

梅

田　
　

新

治

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

東
京
都　
　

松

川　
　

浩

二

稲
沢
市　
　

㈱
平
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

龍
彦

犬
山
市　
　

河

田　
　

高

利

各
務
原
市

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

小
牧
市　
　

尾

関　
　

愛

子

春
日
井
市

Ｅ
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｌ

　
　
　
　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　

新
名
古
屋
西
教
室

名
古
屋
市

宮

澤　
　

保

雄

犬
山
市　
　

梅

田　
　

恭

央

〃　
　
　

梅

田　
　

剛

史

名
古
屋
市

吉

田　
　

愛

子

一
宮
市　
　

藤

井　
　

義

弘

名
古
屋
市

中

尾　
　

伸

二

〃　
　
　

鬼

頭　
　

睦

佳

〃　
　
　

馬　
　
　
　

照

哲

多
治
見
市

早

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

犬
山
市　
　

浦

本　
　

直

記

名
古
屋
市

豊
島
㈱

東
京
都　
　

浦

本　
　

和

宏

豊
田
市　
　

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

　
　
　
　
　
　

堤
工
場
車
体
部

名
古
屋
市

㈱
名
菱
運
輸

　
　
　
　
　
　
　

本
社
営
業
所

名
古
屋
市

㈱
マ
ル
モ
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

保
田

範
博

み
よ
し
市

水

谷　
　

健

志

岐
阜
市　
　

小

椋　
　

須

魔

名
古
屋
市

Ｎ
Ｘ
日
本
通
運
㈱

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
フ
ォ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　

デ
イ
ン
グ
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木

基
弘

各
務
原
市

東
海
共
栄
サ
ポ
ー
ト
㈱

〃　
　
　

渡

辺　
　
　
　

敦

犬
山
市　
　

河

田　
　

高

利

小
牧
市　
　

木

野　
　

沙

希

美
濃
加
茂
市

㈱
愛
鐵

岐
阜
市　
　

剱
崎
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
友
会

〃　
　
　

剱
崎
建
設
㈱

　
　
　
　
　
　

労
働
災
害
防
止
協
力
会

江
南
市　
　

㈱
貴
翔
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡

茂
信

恵
那
市　
　

小

川　
　

恵

介

名
古
屋
市

㈱
エ
ム
エ
フ
エ
ス
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤

美
紀

〃　
　
　

㈱
電
律

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
腰

俊
宏

〃　
　
　

竹

腰　
　

俊

宏

江
南
市　
　

リ
ュ
ウ
エ
イ
機
工
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　

小
森

隆
之

関
市　
　
　

㈱
中
濃
自
動
車
学
校

名
古
屋
市

㈱
新
生
工
務

可
児
市　
　

東
濃
建
物
管
理
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
方

誠

一
宮
市　
　

㈱
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

一
宮
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

脇

雅
人

半
田
市　
　

ミ
ロ
ク
工
業
㈱

多
治
見
市

㈱
Ｔ
Ｙ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
込

進

名
古
屋
市

協
友
運
送
㈱

〃　
　
　

㈱
宇
徳
組

　
　
　
　
　
　

安
全
衛
生
品
質
委
員
会

瀬
戸
市　
　

㈲
遠
山
シ
ー
ケ
ン
ス

春
日
井
市

㈱
中
川
工
業
所

　
　
　
　
　
　

春
日
井
営
業
所

名
古
屋
市

徳
川
皮
フ
科
内
科

　
　
　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

高
井

美
津
子

名
古
屋
市

岩

田　
　

真
梨
子

中
津
川
市

山

田　
　

益

弘

春
日
井
市

石

川　
　

利

美

一
宮
市　
　

松

葉　
　

李

穂

名
古
屋
市

名
古
屋
成
田
講

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

剱
崎
清
友
会
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

今
か
ら
約
二
五
〇
〇
年
前
、
仏

教
の
開
祖
お
釈
迦
様
が
お
生
ま
れ

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
世
界
中

に
広
ま
っ
て
い
る
仏
教
の
始
ま
り

で
す
。
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
と
さ

れ
る
四
月
八
日
、
当
山
で
も
毎
年

「
花
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
（
本

年
は
六
、七
、八
日
）。
当
日
は
聖

蘭
堂
内
に
花
御
堂
を
設
け
、
誕
生

仏
の
像
を
安
置
い
た
し
ま
す
。
甘

茶
を
灌
ぎ
、
ご
一
緒
に
お
祝
い
い

た
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

服
部
記

小
六　
　

坂
井

快
行

小
四　
　

丹
羽

そ
ら

小
二　
　

山
田

紬
愛

【
評
】
ま
と
ま
り
よ
く
、
の
び
の
び

と
書
け
て
い
ま
す
。

【
評
】
て
い
ね
い
な
筆
運
び
で
し
っ

か
り
書
け
て
い
ま
す
。

【
評
】
形
も
し
っ
か
り
書
け
て
い

ま
す
。

４月の成田山行事
◆ご縁日　1日、15日、28日
◆灌

か ん ぶ つ え

仏会
　　6日、７日、８日 聖蘭堂
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆ほうろく灸　16日　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3階
◆学童写生大会
　　　4月 28 日～ 5月 6日

紙
上
書
道
展

編
集
室
よ
り

二

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

二
月
の
登
山
講
社

二
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

二
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

服
部
記

行事は中止または内容が変更となる場合が
あります。最新情報はホームページ、境内
掲示、お電話にてご確認願います。

写真とる　3/9

奉
納
御
礼

白
帆
ス
タ
ジ
オ
様

　
　
（
犬
山
市
）

売
店
横
掲
示
板
一
式




